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≪ Nichibun-sei ≫Ⅸ 日
にち

文生
ぶんせい

1. 教
きょう

務
む

(1) 日
に

本
ほ ん

語
ご

プレースメントテスト

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

の 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

は、技能
ぎ の う

別
べつ

に、習 熟 度
しゅうじゅくど

に応
おう

じて 9段階
だんかい

（ 初 級
しょきゅう

前期
ぜ ん き

、 初 級
しょきゅう

後期
こ う き

、 初 中 級
しょちゅうきゅう

、 中 級
ちゅうきゅう

前期
ぜ ん き

、

中 級
ちゅうきゅう

後期
こ う き

、 中 上 級
ちゅうじょうきゅう

、 上 級
じょうきゅう

前期
ぜ ん き

、 上 級
じょうきゅう

後期
こ う き

、 超 上 級
ちょうじょうきゅう

）に分
わ

けられます。どの 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

に相当
そうとう

するかは、

学期
が っ き

が始
はじ

まる前
まえ

に 行
おこな

う日本語
に ほ ん ご

プレースメントテストによって決定
けってい

します。 

日程
にってい

など日本語
に ほ ん ご

プレースメントテストの 詳 細
しょうさい

は、在学生
ざいがくせい

へ春
はる

学期
が っ き

は前年
ぜんねん

12月
がつ

ごろ、秋
あき

学期
が っ き

は 6月
がつ

ごろに 学 習
がくしゅう

支援
し え ん

シ

ステム DUET で案内
あんない

します。 

(2) 科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

1) 科目
か も く

登録
と う ろ く

の流
なが

れ

先行
せんこう

登録
とうろく

主
おも

にクラス定員
ていいん

が設定
せってい

されている科
か

目
もく

を対
たい

象
しょう

としています。履
り

修
しゅう

希
き

望
ぼう

者
しゃ

は一
いっ

般
ぱん

登
とう

録
ろく

より 前
まえ

に 登
とう

録
ろく

申請
しんせい

が 必
ひつ

要
よう

です。 登録
とうろく

申請者数
しんせいしゃすう

がクラス 定員
ていいん

を 上回
うわまわ

った

場合
ば あ い

、 抽 選
ちゅうせん

で登録者
とうろくしゃ

を決定
けってい

します。登
とう

録
ろく

確
かく

定
てい

後
ご

の変
へん

更
こう

及
およ

び履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

期
き

間
かん

以
い

外
がい

の 中
ちゅう

止
し

は認
みと

められません。 

一般
いっぱん

登録
とうろく

先
せん

行
こう

登
とう

録
ろく

以
い

外
がい

の科
か

目
もく

の登
とう

録
ろく

を 行
おこな

ってください。 

講義
こ う ぎ

開始
か い し

登録
とうろく

科目
か も く

確認
かくにん

およびエラー 修 正
しゅうせい

DUETで登
とう

録
ろく

エラーの有
う

無
む

や登
とう

録
ろく

した科
か

目
もく

が間
ま

違
ちが

いなく登
とう

録
ろく

されているかどうかを

確
かく

認
にん

してください。エラーがある場
ば

合
あい

は、国
こく

際
さい

教
きょう

養
よう

教
きょう

育
いく

院
いん

事
じ

務
む

室
しつ

へ所
しょ

定
てい

期
き

間
かん

内
ない

に 修
しゅう

正
せい

を申
もう

し出
で

てください。 

履修
りしゅう

科目
か も く

確認
かくにん

エラー 修
しゅう

正
せい

を申
もう

し出
で

た人
ひと

は、エラーが 修
しゅう

正
せい

されているかどうか確
かく

認
にん

してくださ

い。 

登録
とうろく

確定
かくてい

履修
りしゅう

中止
ちゅうし

１ヶ
か

月
げつ

程
てい

度
ど

授
じゅ

業
ぎょう

を受
じゅ

講
こう

し、望
のぞ

ましい 評
ひょう

価
か

が得
え

られないと判
はん

断
だん

した科
か

目
もく

の履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

を 行
おこな

うことができます。（科
か

目
もく

によっては履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

できない科
か

目
もく

もありま

す。）

履修
りしゅう

科目
か も く

確認
かくにん

（履修
りしゅう

中止者
ちゅうししゃ

のみ） 

履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

を 行
おこな

った場
ば

合
あい

は、登
とう

録
ろく

の履
り

修
しゅう

が 中
ちゅう

止
し

されているか確
かく

認
にん

してくださ

い。 

Ⅸ Nichibun-sei

1. Academic Affairs
(1) Japanese Language Placement Test

Japanese Language Courses are divided into nine levels (elementary, upper elementary, pre-intermediate, 

intermediate, upper intermediate, pre-advanced, advanced, upper advanced, and high advanced) based on each 

student's Japanese ability. Your level will be determined by the Japanese Language Placement Test, which is held 

right before the beginning of the semester.

For current students:

Please find the schedule and details of the Japanese Language Placement Test on DUET. For the spring semester, the 

information will be announced during the previous year’s December and for the fall semester, it will be announced in 

June.

(2) Course Registration
1) Flow Chart of Course Registration

Advanced Registration Advanced registration is used for courses that have enrollment limits and require 

application prior to the general registration. If the number of applicants exceeds 

the enrollment limits, registration will be decided by a lottery. Once the registration 

is finalized, you may not make any changes. You may however withdraw from the 

course during the withdrawal period.

General Registration All courses excluding the advanced registration courses. 

Classes begin

Confirmation of tentative 

course registration list for error 

correcting

Check the tentative course list on DUET. If you find an error on the list, apply for 

error correction to the Office of the Center for Global Education and Japanese 

Language before the correction deadline.

Check course registration list If you have submitted an error correction, check the course list again to see 

whether the changes have been reflected. If the changes have not been made, 

inform the office again to correct the error.

Registration finalized

Withdrawal from subjects You may withdraw from a course during the withdrawal period. This period will be 

after attending the class for about one month. (For some subjects, it may not be 

possible to withdraw.)

Check course registration list 

(only for those who have 

withdrawn from subjects)

Check your course list to confirm your withdrawal, if applicable.
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2) Notice for Course Registration
To enroll in a class, course registration must be completed during the course registration period.

 We will not be able to finalize your course registration if you have not properly completed the registration 
procedure.

 You will not receive credits for the course if you do not have the course registered.
 You are not allowed to attend class if you do not have the course registered.
 All CGE courses require preliminary registration (called "Advanced Registration").
 You may not register for a course for which you have already gained credits in the past. The only exception is 

when you have received an F grade (failure).
 Please make sure to check/confirm the contents of the course before registration.
 Students with disability: If you have concerns about taking part in a class (seminar, experiment, practicum, 

language course, etc.) due to your conditions, please contact the Office of the Center for Global Education and 
Japanese Language prior to course registration. We may be able to accommodate your needs under our 
commitment to provide "reasonable accommodation" for your needs.

① Credit Registration Limit
The credit registration limit of Nichibun Students may vary according to their home university as below.

Classification
Student ID

(●● shows year of enrollment) Credit

Exchange Students 2990 ●● 1001-
2990 ●● 1501- 

Students can register for courses totally up to 15 credits 
each semester.

Students under university-level 
agreements (Fee-based Program)

2990 ●● 1301-
2990 ●● 1801- Students can register for courses up to 15 credits each 

semester.
If you register for more than the limit, you must pay 21,000 
Japanese Yen per credit.

Students under faculty-level agreement
（※1）

2990 ●● 2001-
2990 ●● 2501- 

Other students 2990 ●● 3201-
2990 ●● 3401- 

Preparatory Educational Program 
Students 2990 ●● 3001- 

Student can register for courses up to 15 credits each 
semester.Japanese Studies Students, MEXT 

scholarship 2990 ●● 3101- 

Attention: If you take subjects taught in undergraduate or graduate programs, the credits will count towards the credit 
registration limit.Students must take more than 7 classes (1 class: 90 minutes) per week. It is designated by law*
*Ministerial Ordinance to Provide for Criteria Pursuant to Article 7. Paragraph (1), item (ii) of the Immigration Control 
and Refugee Recognition Act.  

（※1）
Department of East Asian Studies, University of Cambridge, School of Education and Applied Languages, Ming 
Chuan University, School of Foreign Language and Culture, Soochow University, School of Japanese Studies, Dalian 
University of Foreign Languages, College of Foreign Languages and International Studies, Hunan University, School 
of Oriental Language and Philosophy，Zhejiang Gongshang University, College of Foreign Language, Donghua 
University, School of  Languages, Northeastern University at Qinhuangdao, College of Foreign Languages, Qingdao 
Agricultural University, School of Japanese Studies, Shanghai International Studies University, Department of East 
Asian Studies, Faculty of Humanities, The Hebrew University of Jerusalem, Dongduk Women's University, Seoul 
Theological University, Sungshin University

② Completion Requirement
・Preparatory educational program students are required to take more than 13 credits in total including 10 or more 

credits in Japanese Language Courses and 3 or more credits from Japanese and English Language Seminars, 
Lecture Courses in Japanese Studies or Lecture Courses in International Studies during the designated Period of
the preparatory educational program. 

・Japanese studeies students, MEXT scholarship are required to take more than 20 credits in total during the 
designated period of the program.
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③ 科
か

目
も く

分
ぶ ん

類
る い

ごとの注
ちゅう

意
い

点
て ん

日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく 日本語

に ほ ん ご

学 習
がくしゅう

を主
しゅ

目的
もくてき

とする学生
がくせい

を対 象
たいしょう

にした ≪ 集 中
しゅうちゅう

コース≫、日本語
に ほ ん ご

学 習
がくしゅう

を

主
しゅ

目的
もくてき

としない学生
がくせい

を対 象
たいしょう

にした≪選択
せんたく

コース≫があります。 

 ≪ 集 中
しゅうちゅう

コース≫の場
ば

合
あい

、「日
に

本
ほん

語
ご

1（総合
そうごう

）」「日
に

本
ほん

語
ご

2（総合
そうごう

）」は、「総
そう

合
ごう

1～10」または「総
そう

合
ごう

1～5」（学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

によって異
こと

なる）をセットで登
とう

録
ろく

すること。 

 ≪選択
せんたく

コース≫の場合
ば あ い

、各学期
か く が っ き

に指定
し て い

された日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

２～３科目
か も く

の登録
とうろく

が望
のぞ

ましい。 

 ≪ 集 中
しゅうちゅう

コース≫「日
に

本
ほん

語
ご

1（口
こう

頭
とう

表
ひょう

現
げん

BⅥ～Ⅸ）」「日
に

本
ほん

語
ご

2（口
こう

頭
とう

表
ひょう

現
げん

BⅥ～Ⅸ）」は初
しょ

回
かい

講
こう

義
ぎ

後
ご

にクラスを決
けっ

定
てい

する。 

 ただし、学
がく

部
ぶ

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において大
だい

学
がく

院
いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

のうち、日
に

本
ほん

語
ご

プレースメントテ

ストにおいて学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅷ以下
い か

（Ⅷを含
ふく

む）にプレースされた学
がく

生
せい

は、各
かく

学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

の「日
に

本
ほん

語
ご

1（総合
そうごう

）」または

「日
に

本
ほん

語
ご

2（総合
そうごう

）」を 必
かなら

ず登
とう

録
ろく

すること。原則
げんそく

として≪選択
せんたく

コース≫の登録
とうろく

は認
みと

めない。 

日
に

本
ほん

語
ご

・英
えい

語
ご

演
えん

習
しゅう

科
か

目
もく

日本語
に ほ ん ご

および英語
え い ご

の能 力
のうりょく

をより一層
いっそう

向 上
こうじょう

させたい人
ひと

のための科目
か も く

です。 

■「日
に

本
ほん

語
ご

総
そう

合
ごう

演
えん

習
しゅう

A/B/C/D/E」・「 中
ちゅう

級
きゅう

日
に

本
ほん

語
ご

文
ぶん

法
ぽう

概
がい

説
せつ

A/B」・「 上
じょう

級
きゅう

日
に

本
ほん

語
ご

文
ぶん

法
ぽう

概
がい

説
せつ

A/B」

登録
とうろく

できる科
か

目
もく

は、 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

により異
こと

なる。 

科目名
か も く め い

授 業
じゅぎょう

内容
ないよう

/コース Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

A 日本語
に ほ ん ご

初 級
しょきゅう

コース ○ ○ ×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

B 日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

N3 コース ×不
ふ

可
か

※ ○ ○ ○ ×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

C 日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

N2 コース ×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

※ ○ ○ ○ ×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

D 日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

N1 コース ×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

※ ○ ○ ○ ○ ○

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

E 日本
に ほ ん

留 学
りゅうがく

試験
し け ん

コース ×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

※ ○ ○ ○ ○ ○

中 級
ちゅうきゅう

日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

概説
がいせつ

A/B 中 級
ちゅうきゅう

レベルの日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

※ ○ ○ ○ ×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

上 級
じょうきゅう

日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

概説
がいせつ

A/B 上 級
じょうきゅう

レベルの日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

×不
ふ

可
か

※ ○ ○ ○ ○

・ 表
ひょう

の※マークは、どうしても登録
とうろく

したい場
ば

合
あい

に限
かぎ

り、登録
とうろく

することが可
か

能
のう

な科目
か も く

である。 

登
とう

録
ろく

前
まえ

に担
たん

当
とう

教
きょう

員
いん

へ 必
かなら

ず相
そう

談
だん

して許
きょ

可
か

をもらうこと。 

・ 「日
に

本
ほん

語
ご

総
そう

合
ごう

演
えん

習
しゅう

E」は、日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

・大
だい

学
がく

院
いん

への進
しん

学
がく

を目
め

指
ざ

すための日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

対
たい

策
さく

の科
か

目
もく

である。 

③ Notice for course classification registration

Japanese Language 
Courses

“Intensive Course” for students who wish to focus on learning Japanese 
language and “Elective Course” for students for whom learning Japanese is 
not the main purpose

 For “Intensive Course”, if you register “Japanese 1 (General)” or “Japanese 2 (General)”, register with “General 
1-10” or “General 1-5” (different from each learning level). 

 For students in an “Elective Course”, it is recommended to take two to three Japanese language subjects in each 
semester. 

 If you register and take “Japanese 1 (oral expression B Ⅵ-Ⅸ)” or “Japanese 2 (oral expression B Ⅵ-Ⅸ)”, your class
will be decided after the first day of the class.

 However, if you are a student who is part of a faculty-level agreement and enrolled in the graduate school in your 
home university and your Japanese learning level is level Ⅷ or below, you have to register “Japanese 1 (General)” 
or “Japanese 2 (General)” in each Japanese learning level. “Elective course” students are basically not allowed to 
register those subjects. 

Japanese and English
Language Seminars Courses for students who want to improve their English and Japanese Ability

■ <Japanese Language SeminarsA/B/C/D/E> <Intermediate Japanese Grammar Overview A/B>

<Advanced Japanese Grammar Overview A/B>

Courses you can register are dependent on your Japanese learning level.

Course Name Class Content / Course Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

Japanese Language Seminar A Elementary Level Course ○ ○ N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A

Japanese Language Seminar B
Japanese Language Proficiency 

Test N3 Course
N/A ※ ○ ○ ○ N/A N/A N/A N/A

Japanese Language Seminar C
Japanese Language Proficiency 

Test N2 Course
N/A N/A ※ ○ ○ ○ N/A N/A N/A

Japanese Language Seminar D
Japanese Language Proficiency 

Test N1 Course
N/A N/A N/A ※ ○ ○ ○ ○ ○

Japanese Language Seminar E

Examination for Japanese

University Admission for

International Students Course

N/A N/A N/A ※ ○ ○ ○ ○ ○

Intermediate Japanese Grammar 

Overview A/B

Japanese Grammar in intermediate 

level
N/A N/A ※ ○ ○ ○ N/A N/A N/A

Advanced Japanese Grammar Overview 

A/B

Japanese Grammar in advanced 

level
N/A N/A N/A N/A ※ ○ ○ ○ ○

・ Courses with ※ above chart show there is limitation of registration.Permission from your lecturer is needed before 
singing up to the subject.

・ “Japanese Language Seminar E” is test-preparation subject for students who aim to enter a university or graduate 
school in Japan.
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■「日
に

本
ほ ん

語
ご

特
と っ

講
こ う

演
え ん

習
しゅう

」

 クラスが異
こと

なれば、いくつでも登
とう

録
ろく

できる。 

 「日
に

本
ほん

語
ご

特
とっ

講
こう

演
えん

習
しゅう

」の一部
い ち ぶ

のクラスは、学部間
が く ぶ か ん

協定
きょうてい

受入
うけ いれ

留学生
りゅうがくせい

で、派遣
は け ん

元
もと

大学
だい がく

において大学院
だい がく いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

の

み登
とう

録
ろく

できる。学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅶ以上
いじ ょう

の交
こう

換
かん

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において、学部
が く ぶ

ならびに大
だい

学
がく

院
いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

、あ

るいは学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅶ以
い

上
じょう

の学
がく

部
ぶ

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において学
がく

部
ぶ

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

が、当該
とうがい

クラスの

登録
とうろく

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、履修
りしゅう

指導
し ど う

時
じ

に履修
りしゅう

指導
し ど う

担当
たんとう

教 員
きょういん

に相談
そうだん

すること。 

 学
がく

部
ぶ

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において大
だい

学
がく

院
いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

は、当
とう

該
がい

学
がく

生
せい

のみ登
とう

録
ろく

できる「日
に

本
ほん

語
ご

特
とっ

講
こう

演
えん

習
しゅう

」を最
さい

低
てい

２つ登
とう

録
ろく

すること。また、これらの科
か

目
もく

の履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

は認
みと

めない。 

■「英
え い

語
ご

総
そ う

合
ご う

演
え ん

習
しゅう

」

この授
じゅ

業
ぎょう

は、日本語
に ほ ん ご

と英語
え い ご

で 行
おこな

われる。内容
ないよう

を理解
り か い

するためには、学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅲ以上
いじょう

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

。 

科目名
か も く め い

授 業
じゅぎょう

内容
ないよう

英語
え い ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

B 

日本
に ほ ん

の高校
こうこう

レベルの文法
ぶんぽう

及
およ

び語彙
ご い

の習 得
しゅうとく

を主
しゅ

目的
もくてき

としたコース。授 業
じゅぎょう

においては、文法
ぶんぽう

を中 心
ちゅうしん

と

した問
もん

題
だい

演
えん

習
しゅう

と解
かい

説
せつ

が 行
おこな

われます。授
じゅ

業
ぎょう

で 扱
あつか

われる英
えい

語
ご

のレベルについてはシラバスを参
さん

照
しょう

し

てください。 

英語
え い ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

C 

TOEICⓇL&R テスト、TOEICⓇL&R IP テスト、TOEFL ITPⓇテスト、TOEFL iBTⓇテスト等
とう

の

テスト対策
たいさく

を主
しゅ

目的
もくてき

とした科目
か も く

です。授 業
じゅぎょう

で 扱
あつか

われる英語
え い ご

のレベルについてはシラバスを参 照
さんしょう

し

てください。 

※TOEFL、TOEFL iBT、TOEFL ITP及
およ

び TOEIC はエデュケーショナル・テスティング・サービス（ETS）の登録
とうろく

商 標
しょうひょう

です。 

※「L&R」は「LISTENING AND READING」の短 縮 形
たんしゅくけい

です。 

日本
に ほ ん

事情
じじょう

科目
か も く

 日
に

本
ほん

の歴
れき

史
し

・社
しゃ

会
かい

・文
ぶん

学
がく

・伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

・芸
げい

術
じゅつ

などを学
まな

びます。 

国際
こくさい

事情
じじょう

科目
か も く

 世界
せ か い

の歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

・ビジネス・メディア・言
げん

語
ご

学
がく

などを学
まな

びます。 

・ 登録
とうろく

できる科
か

目
もく

は、学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

により異
こと

なるため、開講
かいこう

科
か

目
もく

一
いち

覧
らん

表
ひょう

をよく確
かく

認
にん

すること。 

・ 「●以上
いじょう

」・「●以上
いじょう

 ※▲可
か

」の表記
ひょうき

も確認
かくにん

すること。これは登録
とうろく

が可能
か の う

な学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

を 表
あらわ

す。例
たと

えば、「●以
い

上
じょう

」

の場
ば

合
あい

は、学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

●より下
した

の学生
がくせい

は登
とう

録
ろく

することができないが、「●以
い

上
じょう

 ※▲可」の場
ば

合
あい

は、希望
き ぼ う

により学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

●のひとつ下
した

（学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

▲）の学
がく

生
せい

も登
とう

録
ろく

が可
か

能
のう

。 

■「日
に

本
ほ ん

の文
ぶ ん

化
か

特講
と っ こ う

A」

学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの学生
がくせい

は、原
げん

則
そく

として必
ひっ

修
しゅう

科
か

目
もく

であるため、自
じ

動
どう

的
てき

に登
とう

録
ろく

される。 

■ <Japanese Special Seminars> 
 It is possible to register the same course with different class number as many as you wish.

 “Japanese Special Seminars” can be registered by the student only who is under a faculty-level agreement and enrolls 

in graduate/postgraduate of home university. If the student who is an exchange student with Japanese learning level 

more than Ⅶ and enroll in undergraduate/graduate school of home university, or the student who is under a faculty-

level agreement with Japanese learning level more than Ⅶ and enroll in undergraduate/graduate school of home 

university want to register this course, discuss it with your academic advisor at the time of course guidance

 Register two courses from “Japanese special seminars” at least. It is not acceptable to withdraw from these courses.

■ <English Language Seminars>
These classes are conducted in both Japanese and English. To understand the contents of the classes, students must 

have Japanese learning level III or higher. 

Course Name Class Contents

English Language 
Seminar B

This course is intended to improve grammar and vocabulary to the level of Japanese senior 
high school students. Exercises and explanations of grammar will be conducted in the class. 
For the English level on this class, please refer to the syllabus of this subject

English Language 
Seminar C 

This course is intended to prerare for the test like TOEICⓇL&R TEST, TOEICⓇ L&R IP TEST, 
TOEFL ITPⓇTEST and TOEFL iBTⓇTEST. For the English level on this class, please refer to 
the syllabus of this subject.

*TOEFL, TOEFL iBT, TOEFL ITP and TOEIC are registered trademarks of Educational Testing Service (ETS).

*L&R means LISTENING AND READING

Lecture Courses in 
Japanese Studies

Courses on Japanese History, Society, Literature, Traditional Culture, Arts and other topics

Lecture Courses in 
International Studies

Courses on World History, Culture, Business, Media and more

・ The subject you can register is determined by your Japanese learning level. Check the Course List for choosing.

・ Make sure to check the “●以上
いじょう

(●=Minimum requirement)” and “●以上
いじょう

（▲可
か
）(●=Minimum Requirement, ▲ is 

possible)” marks on the right side of the stars. This indicates what learning level students can be registered. For 

example, if it indicates “● 以上
いじょう

”, students who has Japanese learning level below ● cannot register to it. If it indicates 

“● 以上
いじょう

（▲ 可
か
）”, students who has one Japanese learnig level below ● (learning level ▲) can register it.

■ <Special Topics in Japanese Culture A>
For students with Japanese learning level I, Ⅱ and Ⅲ, this subject will be registerd automatically because 

this is the compulsory subject.
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日
文
生

④ 学
が く

部
ぶ

・研
け ん

究
きゅう

科
か

科
か

目
も く

の履
り

修
しゅう

について
派遣
は け ん

元
もと

大学
だいがく

の単位
た ん い

認定
にんてい

に必要
ひつよう

で且
か

つ日本語
に ほ ん ご

プレースメントテストで日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

が 十 分
じゅうぶん

あると判断
はんだん

された場合
ば あ い

、登録
とうろく

制限
せいげん

単位
た ん い

数
すう

の範囲内
はんいない

で学部
が く ぶ

・研究科
けんきゅうか

科目
か も く

の登録
とうろく

が許可
き ょ か

されます。対 象 者
たいしょうしゃ

には DUET で資料
しりょう

を配
はい

付
ふ

しますので、登録
とうろく

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、 必
かなら

ず学部
が く ぶ

・研
けん

究
きゅう

科
か

科
か

目
もく

登録
とうろく

の資料
しりょう

を確認
かくにん

してください。登録
とうろく

が許可
き ょ か

される学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

と科目
か も く

は、

以下
い か

のとおりです。 

・ 学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅴ：保健
ほ け ん

体育
たいいく

科目
か も く

、外国語
がいこくご

科目
か も く

（原則
げんそく

として、１年間
ねんかん

以上
いじょう

学
がく

習
しゅう

経
けい

験
けん

がある言
げん

語
ご

）のみ登録
とうろく

ができま

す。 

・ 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

Ⅵ以上
いじょう

：自分
じ ぶ ん

で科目
か も く

選択
せんたく

・登録
とうろく

ができますが、シラバスを 熟 読
じゅくどく

して全
すべ

ての科目
か も く

において受講
じゅこう

前後
ぜ ん ご

の

予習
よしゅう

・ 復 習
ふくしゅう

がかなり必要
ひつよう

である事
こと

を理解
り か い

した上
うえ

で、登録
とうろく

をしてください。なお、他
た

学部
が く ぶ

履修
りしゅう

不可
ふ か

科目
か も く

については

登録
とうろく

できません。

⑤ グローバル教育
き ょ う い く

センター（CGE）科目
か も く

の履修
り し ゅ う

について
登録
とうろく

制限
せいげん

単位数
た ん い す う

の範囲内
は ん い な い

で、グローバル教 育
きょういく

センター（CGE）が提 供
ていきょう

する科目
か も く

を登
とう

録
ろく

することができます。CGE科目
か も く

は、日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

、社会
しゃかい

、自然
し ぜ ん

など幅広
はばひろ

い分野
ぶ ん や

を取
と

り上
あ

げ、授 業
じゅぎょう

はすべて英語
え い ご

で 行
おこな

われます。国内
こくない

学生
がくせい

と外国人
がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

が共
とも

に学 習
がくしゅう

します。 

CGE科目
か も く

は先行
せんこう

登録
とうろく

です。先行
せんこう

登録期
と う ろ く き

間 中
かんちゅう

に DUET で登録
とうろく

申請
しんせい

してください。 

④ Undergraduate / Graduate Subject
If you need some credits from undergraduate or graduate course for credit transfer to your home university and you are 
placed on a certain level or above as result of the Japanese Launguage Placement Test, you may register subjects from 
an undergraduate or graduate course within the number of credit limit you have.
The documents for Undergraduate / Graduate subjects will be provided through DUET for the eligible students.
If you plan to take the subjects, please read the documents carefully. 
The available subjects and required Japanese level are as follows.

 Level V: Health and Physical Education, Foreign Language subjects.  For Foreign Language subjects, you must have at 
least a year of learning experience of the language.

 Level VI or higher: All subjects provided by undergraduate or graduate course, except for those stated as exclusive to 
the students of the faculty providing them.  Before registering for the subject, read syllabus thoroughly and understand 
that those subjects require a considerable hours of study to prepare and review.  

⑤ Center for Global Education (CGE) subject
You may register subjects from Center for Global Education (CGE) within the number of credit limit. The courses 
provided by CGE are about Japanese culture, society and nature and all classes are conducted in English where both 
domestic and International students study together.

All CGE courses require advanced registration, so you have to apply for those subjects during the designated period 
through DUET.




